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横浜市西南部の下部更新統小柴層産

ホホジロザメなとの板鰐、類化石

小泉明裕・松島義章

Akihiro KOIZUMI & Yoshiaki MATSUSHIMA: Early Pleistocene Shark 

Remains of Carcharhinus, Carcharodon and lsrus, from 

Koshiba Formation in Yokohama 

は じめに (1980〕に従う。計測位置は上野 ・松島（1979〕を参考

横浜市南西部の丘陵を東西方向に帯状に分布する上 にした。

総層群小柴層からは，貝類化石をはじめいろいろの種 Class Chondorichthyes軟骨魚網

類の化石が豊富に産出することで知られる（YoKOYA Subclass Elasmobranchii板鱈亜綱

MA, 1920：大山，1951：大塚，1937など〕。 これらの Order Lamniformisネズミザメ 目

化石の大部分は，小柴層分布域東半部，東京湾寄りの Family Carcharhinidaeメジロザメ科

金沢区柴，西柴， 片吹，氷取沢からのものである。 Genus Carcharhi抑制 メジロザメ属

筆者らは，先に小柴層あるいは小柴層栢当層から寒 Carcharhinus sp. 

流系種チシマガイ属化石について報告した（小泉 ・松 標本1；右上顎側歯（KPMG-7978，図5-la～c)

島，1990）。その後も木地域の小柴層を調査していた 産地：横浜市栄区上郷町瀬上沢（図1，図4の柱状図

ところ， ホホジロザメなどのサメ類歯化石が得られ ④〉。東経139°35'24ぺ北緯35°24'33"

た。また，神奈川県立博物館には小柴層分布j或西部か 地層．上総層群小柴層下部。産出層準は， Ko22〔横浜

ら産出した保存のよいサメ類歯化石が寄贈されてお 市公害研究所，1981＝三梨 ・菊地，1982のUS）テフ

り，これらの標本を一括してこ こにその概要を報告す ラの60C皿下位の塊状無層理の砂質泥岩層。共産化石

る。 には，小数の Limoρsissp.が認められた。

標本の概要

記載に当たり，歯の形態・方向用語は，久家 ・後藤

図1. 標本1の産出地点（横浜市栄区上郷町瀬上沢〉

1/25,000地形図「戸塚」を使用した 図6.法a上沢における産出状態

71 



採集者，採集日：小泉明裕， 1989年10月23日 するO 鋸歯は，近心縁が遠心縁よりもやや細かく，特

歯冠の輪郭は正三角形。尖頭は後方に傾斜し，近心 に近心縁の頂部から 5聞は平滑に近し、。鋸歯数は，近

縁がやや凸湾し，遠心縁はゆるく湾入する。両切縁の 心縁20＋，遠心縁25＋。歯冠基部の一部と歯根を欠

鋸歯は，歯冠頂部が細かく下部にむけて粗くなる。歯 く。唇側面から数えて3番め以降の形成初期の予備歯

冠基部の一部と歯根を欠く。唇側面から数えて 3番め であるが，近心側舌側表面には堆積以前にできたとみ

以降の形成初期の予備歯であろう。最大歯冠高10.8十 られる傷がある。最大歯冠高16.o+mm，最大歯冠幅9.8

m，最大歯冠幅10.9+mm，最大歯冠厚2.7十四。 十四、 最大歯冠厚4.1+mm。

現生種と比較して，右上顎歯列の中央付近の歯と考 現生種と比較して， 左下顎の 3番目の歯と考えられ

えられる。 る。本標本を保持していた個体の体長は3mくらいあ

ったと推定される。なお推定体長は， RANDALL(l973〕

Family Lamnidaeネズミザメ科 と上野 ・松島〔1979〕を参考にして算出した。

Genus Carcharodo叫ホホジロザメ属

Cαγchaγodo抗 caγchariasくLINNAEUS)

標本2：左下顎側歯（KPMG-7939，図3，図52a～c) 

産地：横浜市栄区飯島町滝ケ久保， 宅地造成工事現場

（図2，図4の柱状図⑨〕， 東経139°32’25ぺ北緯35°
21'48" 

地層：上総層群小柴層下部。産出層準は，鍵テフラH

11の約2.5m下位にあたる。化石包含層は生物撹乱

の著しい塊状無層理で白色軽石混じりの泥質砂岩層

〔図3〕。随伴化石は，多い順にツノガイ類，Yoldiasp., 

Nuculana yokoyamai, Limopsis sp., Turritella ni 

hρonica, Asesta goliath, Fulgoraria sp., Ancistro 

leiりissp., Solamen sp., Cryptopecten vesiculosus, 

Cyclocardia sp., N臼nocardiumsamarangeなど，

他には硬骨魚類の椎骨・鱗，ウニ｝練などである。 貝

化石の示す木地点の堆積環境は，亜～下浅海帯であ

る。

採集者，採集日：小泉明裕， 1990年10月22日

歯冠は細く，ほとんど直立。近心縁は直線的で，遠

心縁は上半部が緩やかに凸湾し，根元で両切縁は凹湾

図2 標本2 〔同区飯島町滝ケ久保宅地造成地〉と，
標本3～5の産出地点〔同区同町滝ケ久保〉
1/25,000地形図 「戸爆」を使用した
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標本3：左下顎前歯（KPMG6444，図53a～d〕

産地 ：横浜市栄区飯島町滝ケ久保，標本2の産出地点

の西北西約450m〔図2，図4の柱状図⑨〕，東経159°

32'11ぺ北緯35。32'11九昭和28年頃に井戸を掘っ

た際，発見されたという。

地層 ：上総層群小柴層下部の泥質砂岩層。産出層準

は，付近の地質構造から判断して，標本2とほぼ同

じかその数m下位とみられる。

採集者，採集日，清水裕， 1953年頃

歯冠は2等辺3角形で厚く，遠心側にわずかに傾く。

歯冠上部と遠心縁下端は摩耗して陥褐色の象牙質が露

出している。両切縁は直線的で，粗い鋸歯をもっ。鋸

歯数は，近心縁26十，遠心縁24十で，欠損部分は両切

縁とも 8～10はあったと推定される。歯頚線は唇 ・舌

側とも尖頭方向ヘミくミの字形に大きく湾入し，歯根

の下端も大きく湾入する。舌側には幅約 1mmの暗褐色

の歯頚帯が発達する。一方， 唇側の歯冠下限より尖頭

側へ幅1.5～2 mmは歯根と同様な陪褐色を皇する。歯

根は暗褐色で近・遠心端は摩滅している。非対称で近

図3 標本2の産出状態

白色軽石混じり泥質砂岩中のホホジロザメ属歯
化石
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心側が大きし、。 最大歯冠高21.6mm，歯冠幅25.9mm，歯

冠厚8.5mm。

現生穫と比較して， 2番目の歯と考えられる。本標

本を保持していた個体の体長は4.3m前後と推定され

る。
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標本4：右下顎側歯（KPMG6445，図34a～c〕

産地，地層，採集者 ：標本3と同じとされる（図2,

図4の柱状図⑨）。 しかし，歯根部に付着する貝殻

片混じりの粗粒砂は，産地付近の小柴層にみられ

ず， むしろ（小柴層とするならば〉円海山よりも東

方にみられる岩相（たとえば図2の柱状図②の上

部〉に類似する。また，同時に産出したとされる標

本3・5とは色調などの保存状態も異なる。

歯冠は2等辺3角形で幅広く，かつ厚く，両切縁に

粗い鋸歯をもっ。 エナメ ノレ質はベージュ色，歯根の表

面はベージュみの灰白色を呈する。切縁の近 ・遠心端

を欠く。尖頭は後方にわずかに傾く。近心縁は緩く 凸

湾し，遠心縁は浅く湾入する。鋸歯数は，近心側39

＋，遠心側43＋で，欠損部分は近・遠心とも 8～10は

あったと推定される。歯頚線は唇 ・舌側とも尖頭方向

ヘミ〈ミの字形に湾入する。切縁の状態から機能歯と

みられるが，歯根は殆ど埋没過程で、失われたらしし、。

唇側歯冠高36.0IDID，舌側歯冠高31.4十m，最大歯冠幅

27.61DID，歯冠厚11.omm。

現生種と比較して， 右下顎の 4番目の歯と考えられ

る。本標本を保持していた個体の体長は6m前後あっ

たと推定されるo

Genus Jsrusアオザメ属

Jsrusρauchus (GU!TART）パケアオザメ

標本5：右下顎前歯（KPMG6446，図55a～d) 

産地，地層，採集者 ：標本3と同じ （図2，図4の柱

状図⑨〉。

歯冠は細く，全体的に舌側に強く湾曲する。歯冠上

方からみて歯冠上半部は右回り に30度程度ねじれる。

両切縁は鋸歯がなくなめらかで， 歯頚に達する。冨lj尖

頭はなし、。歯冠頂部は摩滅してエナメノレ環状になる。

唇側下半部の歯根を欠〈。最大歯冠高19±mm，唇側面

歯冠高27.21DID，舌側面歯冠高20.amm，歯冠幅12.51DID, 

歯冠厚10.3mm。

本標本は切縁が歯頚に達しているので，上野 ・松島

(1974〕に示された， GARRICK(1967）の分類にしたが

同4. サメ類化石の産出層準と小柴層の地質柱状図 った。現生種と比較して， 右下顎の 1番目の歯と考え
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られる。 二枚貝化石について． 神奈川自然誌資料，

(11) : 13-22. 

おわりに

今回，横浜南部地域の上総層群小柴層から産出した

メジロザメ属 ・ホホジロザメ ・アオザメ属の板紙類化

石について報告した。小柴層の板銀類化石は分布域東

半部（柴から氷取沢〕から多数産出しており，今後はそ

れらの資料を含めた， 三浦半島北部の前期更新世（小

柴層堆積Jt)J)の板惣類歯化石群について検討してみた

三梨昂 ・菊地隆男，1982. 横浜地域の地質．地域地

質研究報告 c5万分の 1図幡〉，地質調査所，
105pp. 

大山 桂， 1951. 小柴層の化石群集について（予報〕．

資源研＇.＠；報，（ 24〕：55-59.

大塚漏之助， 1937. 関東地方南部の地質構造「横浜一

藤沢間」．地震研梁報，〔15): 974 1040. 
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層 （前期更新世〉から産出したチシマガイ類 （小泉明裕：ツルミ技術側， 松島義章 ：神奈川県立博

物館〉

図5.横浜市南西部の小柴層サメ類化石

1. KPMG 7978; Carcharhi抑制 sp.，右上顎側歯，a：唇側面， b：舌側面， c：近心面×1.5，横浜市
栄区上郷町瀬上沢産．

2. KPMG-7939 ; Carcharodon carcharias〔LINNAEUS），左下顎側歯， a：唇側面，b：舌側面， c：近

心面x1. 5，同区飯島町滝ヶ久保宅地造成地産．

3. KPMG 6444 ; Carcharodon carcharias (LINNAEUS〕，左下顎前歯，a：唇側面， b：舌側面， c：近

心面，d：尖頭面×1.5，同区同町滝ケ久保産．

4. KPMG 6445; Carcharadon carcharias (LINNAEUS），右下顎側歯， a：唇側面， b：舌側面， c：遠
心面×1.5，同区間l町滝ヶ久保産．

5. KPMG-6446 ; Jsrusρauchus (Gu1TART），右下顎前歯， a：唇側面， b：舌側面， c：遠心面， d:
尖頭面×1.5，同区同町滝ケ久保産．
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